
一般会計予算規模の推移
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基金投入額の推移（当初予算）
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当初予算の経常収支比率
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臨時財政対策債を経常一般財源から除いた場合

平成21年度箕面市当初予算(案)の全体像 
＜ ＞の数値は、前年度との比較 

収支バランスの改善 

経常収支比率 

■■  経経常常収収支支比比率率 ９９.９％ ＜▲3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ＞ 

経常経費の削減により、平成１５年度当初予算編成以来 

６年ぶりに１００％を下回った。 

（臨時財政対策債を経常一般財源等から除いた場合、 

１０４.８％ ＜▲3.2 ﾎﾟｲﾝﾄ＞） 

 

基  金 

■■  基基金金投投入入額額（（取取崩崩額額－－積積立立額額）） １０億１５百万円 

＜▲20億55百万円、▲66.9％＞ 

・ 投資的経費の圧縮などにより取り崩しを、必要最小限の 

１４億円９３百万円 ＜▲15億80百万円、▲51.4％＞と 

し、一方で『未来子ども基金』、『交通施設整備基金』等に 

４億７８百万円＜+4億75百万円、+13,372.6％＞積立て。 

・ 財政調整基金の取り崩しも、必要最小限の１億円 

 ＜▲15億円、▲93.8％＞とした。 

■■  基基金金残残高高（（普普通通会会計計ベベーースス））   １３４億１０百万円 

 ＜▲10億5百万円、▲7.0％＞ 

取り崩しを極力抑制し、将来の財政需要に対し財源の確 

保を図った。 

 

 

市  債 

■■  市市債債発発行行額額           １２億８百万円  

＜▲13億32百万円、▲52.4％＞ 

発行を必要最小限に抑制し、義務教育施設整備事業債、 

臨時財政対策債（１１億円）のみとした。 

 

 

 

 

 

■■ 市市債債残残高高（（普普通通会会計計ベベーースス）） ２７６億９４百万円 

  ＜▲19億30百万円、▲6.5％＞ 

平成１５年度をピークに減少傾向にあることに加え、新規 

発行を抑制したことから、残高は３００億円を大きく下回っ 

た。 

 

 

 

当初予算の全体像 

◆◆  一一般般会会計計のの予予算算額額        ３４１億３０百万円  

＜▲39億70百万円、▲10.4％＞ 

改革による歳出の圧縮・抑制により、近年では１９年ぶりの 

平成２年度（約３３９億円）並みに規模の小さい予算 

◆◆  特特別別会会計計、、企企業業会会計計をを含含むむ全全事事業業会会計計のの予予算算額額  

約１，８９５億２２百万円 

＜▲272億30百万円、▲12.6％＞ 

特別会計競艇事業費において、ＳＧ競走（８大特別競走） 

が非開催年度のため開催経費等が大幅に縮小 

一般会計予算の概要 

◆◆  主主なな歳歳入入のの状状況況  

・市税収入   ２２５億５７百万円 ＜▲24百万円、▲0.1％＞ 

評価替えに伴い固定資産税が減収となるが、滞納対策の強化などにより前年度並みの税収を見込む。 

・競艇事業収入   ６億円 ＜＋1億円、＋20.0％＞ 

・ 収益向上策の強化などにより前年度比１億円増の６億円を繰入 

・ ５億円は、市民生活に直結した事業に活用（第一中学校改築、阪急牧落駅エレベーター等整備、消防車 

両５台の更新、環境クリーンセンター施設改修） 

・ 増額分の１億円は、将来への投資に備えて『未来子ども基金』、『交通施設整備基金（北大阪急行の鉄道 

延伸用資金）』へ積立て 

◆◆  歳歳出出ににおおけけるる特特徴徴的的なな変変化化  

・普通建設事業費（施設整備工事など） １９億円 ＜▲24億60百万円、▲56.4％＞ 

避難所である小中学校などの耐震対策、中学校の全普通教室への空調機（エアコン）設置など、市民の 

安全や未来を支える子どもたちのための事業に重点化し、歳出を抑制（昭和４０年代半ばの規模に圧縮） 

・補助費等（補助・負担金など） ３５億６７百万円 ＜▲7億16百万円、▲16.7％＞ 

市立病院改革プランに基づき病院事業会計への負担金などを抑制 

・人件費  １００億８６百万円 ＜▲2億42百万円、▲2.3％＞ 

議員報酬（５％削減）、特別職給（市長１３％削減等）、一般職給・手当（４.５～４％削減）などを抑制 

『緊急プラン（素案）／ゼロ試案』について 

・ 「ゼロ試案」の対象となった項目については、各方面での議論や様々な視点からいただいた多数の意見を 

踏まえ、その実施の可否を慎重に検討し予算に反映した。 

緊急プラン（素案）での目標値 
 Ｈ２１予算案  

Ｈ２１目標値 最終目標（Ｈ２５） 

基金投入額 10億15百万円  11億98百万円 以内 ０（基金依存ゼロ）

経常収支比率（※） 104.8％   104.7％ 以下 100％ 以下 

経常支出の圧縮  9億34百万円  9億64百万円 以上 21億円 以上 

（※ 経常収支比率は、「臨時財政対策債」を経常一般財源等から除いた数値） 

・ 平成２１年度の改革項目としては、病院事業会計への一般会計負担の抑制、給与・手当の削減、債権管理 

の強化による歳入確保などを実施することとした。 

・ 一方で、保育所保育料の改定など、検討期間が必要と判断したものについては、平成２２年度当初予算で 

の実施をめざすこととし、平成２１年度では方向性を示すのみにとどめて実施を見送った。 

※ 詳細は、「平成２１年度(2009年度)予算概要」のP.32～36を参照  


